
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― 桜桃（さくらんぼ）
果実肥大・うるみ果抑制は、根の充実から

果樹の果実肥大や着色促進は、天候はもちろん、土壌中の肥料や水分の吸収に
大きく影響されます。つまり、果実肥大期に十分に根を張らせておくことが
重要なのです。特に桜桃では日当たりが悪いと「うるみ果」が発生します。
整枝とともに根をしっかり張らせると、葉が立ち、その分日当たりも良くなります。

栽 培 暦 アグリボEX ワ ン ポ イ ント

発 芽

開 花 開花直前～
二分咲き 1,000倍 葉面散布 花粉や花器の充実を図る！

落 花 落花直後 1,000倍 葉面散布 結実を安定させ、
収量の向上を狙う！

果実肥大期
肥大開始後

7～10日間隔
3回

1,000倍 葉面散布 根からの吸収力アップ！
肥大向上とうるみ果軽減に。

収 穫

うるみ果軽減にもう一手、カルシウム剤「ヤワラ」
カルシウムの補給もうるみ果対策に効果が有るとの情報が入っています。「ヤワラ」は展着促進材を
強化して、カルシウムの浸透移行力が高い製品です。「アグリボ EX」との併用をお勧めします。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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